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２ 研究の実際                                    

       

（5） 「食を選ぶ力」の育成に焦点を絞った系統表の作成                                                                                                                      

 

実態調査の結果、食に関する指導の目標のうち、「食品を選択する能力」の項目を指導するのが最

も難しいという回答が、全ての校種において多くの割合を占めていました。 

「食品を選択する能力」の項目を指導する際に、各教科等の関連や系統が一目で分かるようになれ

ば、題材が組みやすくなったり、連携が図りやすくなったりするのではないかと考え、指導の難しさ

の解消に向けての手立ての１つとして、系統表を作成することにしました。各教科・領域における食

育との関連項目一覧表を基に、「食品を選択する能力」の育成に焦点を絞って系統表を作成しました

（図１）。各教科等の指導内容や校種間の関連について示し、教科書に掲載されているキーワードを

表示することで、食育の視点において、各教科等とどのような関連性があるのか、分かりやすく整理

しています。学校において「食品を選択する能力」を育成する際に、参考にしていただければと思い

ます。 

活用方法について、次頁から提案します。 

 

 

 

                        ↓をクリックすると、拡大版（Ａ４版）が開きます。    

   図１ 「食を選ぶ力」の育成に焦点を絞った系統表 

 

 

https://www.saga-ed.jp/kenkyu/kenkyu_chousa/h30/02_syokuiku/documents/keitouhyou.pdf
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系統表の活用について 

   

   

 

  

 

 

 

(1)教科横断的に連携を図って食育を行う際のツールとして活用できます。 

 

（活用例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

系統表ってどんな使い方ができるの？ 

 

授業をする時に系統表をどう生かすの？ 

 

系統表 

保健の授業を食育と関連付けて行

いたいのですが、先生からも子供

たちに話してもらえませんか？ 

系統表にある「健康な１日

の生活」の内容についてな

ら、話せそうですね！ 
栄養教諭 学級担任 
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(2)題材設定を考える場合にも活用できます。 

① キーワードを確認します。 

② キーワードを基に、題材を設定します。 

◎同じキーワードがあれば、それを基に題材を設定することも可能です。 

 

※例えば、中学校では社会科と技術・家庭科家庭分野で食料自給率やフェアトレードとい  

うキーワードが一致しています。社会科と技術・家庭科家庭分野での連携が可能だというこ

とも系統表から分かります。連携する際には、教科担当同士で、授業内容の確認や情報交換

を行うなど、コミュニケーションを取ることがポイントとなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 授業の導入時などに、キーワードを取り上げて、これまでの既習事項を想起させましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎このように他教科で学んだ内容を基に、関連付けて考えさせます。 

 

 

 

 

 

 

家庭分野担当 

社会科の授業で「フェアトレード」について勉強しました

よね。 

覚えていますか？ 

家庭分野担当 

そうですね。よく覚えていましたね。今日は食品（チョコ

レート）の選択について、考えていきます。食品（チョコ

レート）の選択と「フェアトレード」、どのような関わり

があるのか分かりますか？ 

「フェアトレード」とは、貧困のない公正な社会をつくる

ための取引の仕組みのことだと勉強しました。 

生徒   


